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（3）現在歯・健全歯・DMF 歯・D 歯（未処置歯）・F 歯（処
置歯）・M 歯（喪失歯）の一人平均歯数
　図16に現在歯・健全歯・DMF 歯・D 歯・F 歯・M 歯の
一人平均歯数を示す。2008年は、現在歯は23.1本、健全歯
は13.4本、DMF 歯 は14.7本、D 歯 は2.4本、F 歯 は7.3本、
M 歯は5.0本であった。2009年は、現在歯は21.9本、健全
歯は12.1本、DMF 歯は16.0本、D 歯は1.9本、F 歯は8.2本、
M 歯は5.9本であった。2009年は、現在歯、健全歯、D 歯









































































































































































　現在歯・健全歯・DMF 歯・D 歯・F 歯・M 歯の一人平
均歯数について、2009年は、現在歯、健全歯、D 歯が減少し、
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